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第 7 話：母への再臨 

レオン in イーシャ：（…なんだ？…お腹の奥の方が…熱くなってきた…きゅーっと何かを求

めるような切ない気持ちに…） 

「…俺は、お前のようには振舞えないぞ…」 

レオン in イーシャは、男の衝動とイーシャのカラダから湧き出るオンナの本能、そして

目の前のオンナの魅惑的な誘いに心を奪われていった… 

 

オリビア：「どうやら月の痛みが始まったようですね…さあ、わたしのカラダに避難なさい。」 

（ごめんね、イーシャ…こうするしかないの…レオンがあなたに乗り移らせる訳には行か

ない…わたしはわたしでなくなっちゃうけど…今のあなたのようにがさつなオンナになっ

てしまうけど…普段あなたにしているように接してあげられなくなるけど、あなたをずっ

と大切に思っているから…レオンが目的を達成したらまた…） 
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レオン in イーシャ：「ではいただくぞ！お前のカラダを…」 

イーシャは、オリビアに顔を近づけていく…イーシャとオリビアの額が接触する… 

オリビア：（ああ…わたしのナカに激しい衝動が流れてくる…強い意志がわたしのカラダを

支配する……やらなきゃ…そのためにわたしの言動が男っぽくなるのは些細なこと……） 

 オリビアは、一瞬意識を失ったが、再び目を覚ますと、その瞳には大きな意思が宿り地震

に溢れた表情となり、足を大きく広げ、その美貌を魅せつけるかのような姿勢をとった。 
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オリビア：「…起きろ！イーシャ！！」 

 あたしは、母の声で目を覚ましました。 

イーシャ：「お母…さん…いやレオンさん？」 

レオン in オリビア：「そうだ、俺だ。先ほどまではお前のカラダに憑依していた。」 
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イーシャ：「え？…あたしのカラダに乗り移れたんですか？」 

 あたしのカラダは、何故かドキドキしていました。 

レオン in オリビア：「ああ…なかなか使い易いカラダだったぞ…だが急にカラダが火照って

きてな…お前の母が言うには、月のモノのせいだと…」 

 

 あたしは、恥ずかしさのあまり、レオンが言い掛けた言葉を遮りました。 

イーシャ：「あの！…あたし…まだ…あたしのカラダで何かしたんですか？」 

レオン in オリビア：「ん？いや、何もしていないぞ。それよりも眠気が襲ってきた。」 

 

イーシャ：「寝る前に化粧を落とさなければダメですよ！」 

 あたしは、レオンをたしなめるように言いました。 

レオン in オリビア：「水で顔を洗うだけじゃダメなのか？」 

イーシャ：「ダメです！もう！」 

 あたしは、ふくれっ面でレオンを叱りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


